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 資料 2  

平成 23 年度 VOC排出インベントリ検討会の進め方（案） 
 

我が国における工場等の固定発生源からの揮発性有機化合物(VOC)の排出抑制施策は、「大

気汚染防止法の一部を改正する法律」（平成 16 年 5 月 26 日法律第 56 号）（以下、「改正大防

法」という。）により、法規制と自主的取組の双方を適切に組み合わせて実施する旨が規定された。ま

た、これらの取組の推進により、平成 22 年度までに、固定発生源からの VOC 排出総量を平成 12 

年度比で 3 割程度抑制することをめざしてきた。 

 

このため、環境省は、平成 18 年度から平成 22 年度の「揮発性有機化合物の排出インベントリ作

成等に関する調査」（以下、「既存調査」という。）において、平成 12 年度、平成 17 年度～平成 21 

年度の VOC の排出量を調査し、推計の不確実性の解消を図りつつ、発生源品目別等の排出量の

推計を実施してきた。  

本調査においては、既存調査で検討された推計方法を基本として、さらなる推計の不確実性等に

関する問題の解決に努め、平成 22 年度に固定発生源から排出された VOC 排出総量の推計を行う

ものである。 

 

１． 本年度の主な目標 

 平成 23 年度 VOC排出インベントリ検討会の主な目標を以下、４つ掲げる。 

A．平成22年度（2010年度）のVOC排出インベントリの推計 

B．規制施設からの排出量推計 

C．VOC 排出抑制対策の評価のための情報収集 

D．VOCインベントリ推計手法の確立 

 

２． 本検討委員会での検討項目 
検討
項目 VOC排出インベントリ検討会 備考 

A 

・既存調査で物質名が不明な部分の調査【第 19 回】 

・排出量推計精度向上【第 19 回】 

・地域別（都道府県別）の排出量推計【第 19 回、第 20 回】 

・平成 22 年度 VOC排出インベントリ取りまとめ【第 21 回】 

各種、個々に検討 

B 

・規制施設からの排出量推計【第 19 回、第 20 回】 

・排出規制及び自主的取組の対象別 VOC の排出量の把握

【第 21 回】 

  

C 
・VOC 排出抑制対策の評価のための情報収集  

【第 19 回】【第２１回】 

ベストミックス政策の評価と

今後の動向調査 

D 
・VOC インベントリ推計手法の確立の取りまとめ 

【第 21 回】 

検討項目ではないが、推計

手法は最終報告書に取りま

とめる 

 


